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私
た
ち
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
安

心
し
て
病
院
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
必

ず
何
ら
か
の
医
療
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
（
国
民
皆
保
険
制
度
）。

　

国
民
健
康
保
険
は
医
療
保
険
の
一
つ
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取
得
す
る
と
き
（
ほ

か
の
保
険
か
ら
離
脱
）
や
喪
失
す
る
と
き
（
ほ

か
の
保
険
に
加
入
）
は
、　

日
以
内
に
必
ず
届

１４

出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
離
脱
は
自
動
的
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
被
保
険
者
の
届
出
と

手
続
き
が
必
要
で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
、
後

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
払
っ
た
り
、
払
わ

な
く
て
も
よ
い
請
求
が
き
た
り
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
必
ず
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
加　

入

①
職
場
等
の
健
康
保
険
を
辞
め
た
と
き
。

　

そ
の
保
険
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

②
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

③
市
外
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き

④
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

猿
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
①
の
場
合
は
健
康
保
険
を
喪
失
し
た
日
が　

分
か
る
証
明
書
（
健
康
保
険
喪
失
証
明
書
、　

離
職
票
な
ど
）

●
離　

脱

①
職
場
等
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
。

　

そ
の
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

②
市
外
へ
引
っ
越
す
と
き

③
死
亡
し
た
と
き

猿
必
要
な
も
の

・
印
鑑　

・
国
保
の
保
険
証

・
①
の
場
合
は
、
社
会
保
険
の
保
険
証

●
そ
の
他

①
住
所
、
世
帯
主
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

②
世
帯
を
分
け
た
と
き
、世
帯
を
合
わ
せ
た
と
き

③
保
険
証
を
紛
失
し
た
り
、
破
損
し
て
使
え
な

　

く
な
っ
た
と
き

猿
必
要
な
も
の

・
印
鑑
・
国
保
の
保
険
証

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
書
類
を
ご
持
参

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
保
険
年
金
係　

☎　
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多久市在宅当番医
所在地＆TEL在宅当番医日　付

緯７５－２１０５
多久市立病院（診療科未定）３月１日

●日 多久町

緯７６－２１３７
江口医院（内科・小児科）３月８日

●日 東多久町

緯７４－２１００
諸隈病院（診療科未定）３月１５日

●日 北多久町

緯７５－８８３８
内田整形外科（整形外科）３月２０日

●祝 北多久町

緯７５－４１４１
中多久病院（精神科・内科）３月２２日

●日  北多久町

緯７６－３１７７多久生協クリニック
（内科・小児科）

３月２９日
●日 東多久町

※多久市立病院・諸隈病院の診療科については
当日お問い合わせください。

小城市在宅当番医
所在地＆TEL在宅当番医日　付

緯７３－３０８３
江口病院（内科）　３月１日

●日 三日月町

緯６６－０３１４おおしまクリニック
（内科・消化器科）

３月８日
●日 牛津町

緯７２－３６３６まなべ消化器内科クリニック
（一般内科・消化器内科・外科）

３月１５日
●日 三日月町

緯７２－６１０１まえだ脳神経外科・眼科クリニック
（脳神経外科・眼科）

３月２０日
●祝 三日月町

緯７３－８０２２ひろおか内科・神経内科クリニック
（内科・神経内科）

３月２２日
●日 三日月町

緯７３－２９３０
上坂医院（耳鼻科）３月２９日

●日 小城町
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ん
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懐
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取
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冨
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正
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総
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椅
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残
月

《
麦
の
芽
短
歌
会　

互
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》

冬
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あ
し
お
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近
づ
く
夕
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花
み
ず
き
の

残
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散
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教
え
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ゆ
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し
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凩 
の
枯
野
の
果
て
に 
母
の 
顕 
つ

こ
が
ら
し 

た

黄
泉
へ
の
道
も 
平
ら
な
ら
ず
や

本
村　

則
子

師
走
の
雪 
恥
ら
う
よ
う
に
舞
い
降
り
て
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が
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来
る
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ひ
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す
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仲
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入
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